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平
成
18
年
第
３
回
臨
時
会
が
、
５
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
が
１
件
、
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認
及
び
助
役
定
数
条
例
等
23
議

案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
と
制
定

専
決
処
分
の
報
告
と
承
認
に

お
け
る
税
条
例
、
都
市
計
画
税

条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
主

な
改
正
点
は
、
65
歳
以
上
の
国

保
加
入
者
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
増
を
緩
和
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
平
成
16
年
度

の
税
改
正
で
は
公
的
年
金
等
控

除
額
の
最
低
保
証
額
が
１
４
０

万
円
か
ら
１
２
０
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
国
民
健
康
保
険
税

の
所
得
割
の
算
定
基
礎
と
な
る

所
得
額
が
相
対
的
に
増
加
、
税

負
担
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
は
平
成
18
年
度
課
税
分
の
国

民
健
康
保
険
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
た
め
、
今
回
の
税
制
改
正
で

は
65
歳
以
上
の
年
金
所
得
者
に

対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
を
経
過
的
に
軽
減
す
る
措
置

と
し
て
、
平
成
18
年
度
と
19
年

度
の
２
ヵ
年
に
わ
た
り
所
得
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
13
万
円
及
び
７

万
円
の
特
別
控
除
を
行
う
も
の

で
す
。

助
役
定
数
条
例
に
つ
い
て
は
、

提
案
理
由
と
し
て
本
市
は
合
併

に
よ
り
人
口
８
万
７
０
０
０
余

り
、
面
積
２
４
０
km2

の
中
核
都

市
と
し
て
誕
生
し
、
住
民
か
ら

は
旧
６
市
町
村
の
速
や
か
な
行

政
運
営
の
一
体
化
が
望
ま
れ
て

い
る
。
新
市
の
一
体
感
と
均
衡

あ
る
発
展
の
早
期
実
現
を
図
る

た
め
助
役
を
２
人
と
し
、
機
動

性
と
実
効
性
を
兼
ね
備
え
た
執

行
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
迅
速
か
つ
効
果
的
に
政
策

執
行
等
の
事
務
を
進
め
、
ま
た

政
策
形
成
能
力
の
強
化
を
図
る

と
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
助
役
を
置
か

な
い
自
治
体
も
多
く
存
在
す
る
。

市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
自
立

性
を
重
視
し
た
命
令
系
統
の
短

縮
化
を
実
現
す
る
と
述
べ
て
い

る
が
、
助
役
２
人
制
は
行
政
改

革
に
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
助
役
一
人
で
も
収
入
役

の
事
務
は
兼
掌
さ
せ
ら
れ
る
。

有
能
な
職
員
を
活
用
す
べ
き
だ

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、
一
体
感
の
早
期

醸
成
を
望
む
。
６
市
町
村
と
い

う
極
め
て
多
く
の
町
村
が
一
つ

に
な
り
、
重
要
な
課
題
が
多
く

あ
る
。
旧
市
長
と
し
て
収
入
役

に
助
役
的
な
立
場
で
市
政
運
営

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
一
体
感
の

も
て
る
渋
川
市
に
し
た
い
旨
の

答
弁
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
役
の
事
務
兼
掌
に
関
す

る
条
例
は
、
助
役
の
２
人
制
を

実
施
す
る
に
伴
い
収
入
役
を
置

か
ず
、
収
入
役
の
事
務
を
助
役

が
兼
掌
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
の
執
行
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

助
役
を
は
じ
め
各
委
員
に
次

の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

助
役
に
吉
原
康
之
氏
（
渋
川
）。

教
育
委
員
会
委
員
に
小
林
巳

喜
夫　
（
渋
川
）、　
狩
野
淨
子　
（
赤

城
町
）、
中
野
具
昭
（
中
郷
）、

青
木
隆　
（
渋
川
）、　
塩
谷
博　
（
北

橘
町
）
の
各
氏
。

公
平
委
員
会
の
委
員
に
都
丸

昌
計
（
伊
香
保
町
）、
眞
下
茂

（
中
村
）、
佐
藤
馨
（
小
野
子
）

の
各
氏
。

監
査
委
員
に
後
藤
惇（
渋
川
）、

板
倉
和
男
（
阿
久
津
）
の
両
氏
。

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

に
町
田
久
（
渋
川
）、
飯
野
英

世
（
伊
香
保
町
）、
大
畠
長
治

（
赤
城
町
）
の
各
氏
。

選
挙渋

川
市
選
挙
管
理
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
に
飯
塚
久
男

（
川
島
）、
角
田
邦
雄
（
赤
城
町
）、

池
田
達
彦　
（
中
郷
）、　
木
村
征
美

（
北
橘
町
）
の
各
氏
。

補
充
員
に
荻
原
和
政
（
伊
香

保
町
）、
村
上
新
一
（
村
上
）、

野
口
求
（
有
馬
）、
青
木
信
明

（
赤
城
町
）
の
各
氏
。

条
例
の
改
正
と
制
定

人
事
案
件

選
　
挙

助
役
は
２
人
制
に

収
入
役
は
廃
止
へ
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質
問

新
市
建
設
計
画
を
追
及

す
る
と
莫
大
な
予
算
を
伴
う
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
方
針

上
の
自
己
矛
盾
が
で
る
の
で
は
。

答
弁

地
域
の
特
性
を
尊
重
し
、

連
携
を
深
め
展
望
を
開
い
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
共
に
支
え
あ

う
社
会
の
構
築
が
重
要
で
地
域

の
連
携
の
下
に
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

財
政
の
健
全
化
対
策
と

し
て
、
市
債
発
行
額
の
抑
制
や

経
常
経
費
の
縮
減
、
市
税
収
納

率
の
向
上
な
ど
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
健
全
化
が
図
れ
る
の
か
。

答
弁

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら

厳
し
い
財
政
状
況
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
住
民
の
ご
理
解
を

得
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

相
互
理
解
と
連
携
を
深

め
て
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
早
期
実
現
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
対
話
集
会
や
地

域
審
議
会
で
市
民
の
声
を
聞
い

て
い
き
た
い
。

質
問

安
全
で
安
心
な
生
活
環

境
の
整
備
で
重
点
的
に
取
り
組

む
施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備

や
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
活
か

し
、
地
域
の
力
を
借
り
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

市
長
の
退
職
金
制
度
に

つ
い
て
改
革
す
る
考
え
は
。

答
弁

ま
だ
、
考
え
て
い
な
い
。

質
問

新
市
建
設
計
画
構
想
で

合
併
に
よ
る
未
来
像
を
描
き
夢

を
与
え
て
き
た
が
不
安
も
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
導
い
て
い
く
の
か
。

答
弁

地
域
の
発
展
は
お
互
い

の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
十
分

に
意
識
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

税
収
確
保
の
た
め
に
も

企
業
誘
致
を
含
め
、
働
く
場
の

確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁

難
し
い
課
題
も
あ
る
が
、

優
良
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
。

質
問

高
齢
者
に
対
す
る
健
康

管
理
や
地
域
活
動
に
対
す
る
考

え
は
。

答
弁

「
健
康
な
65
歳
」
か
ら

「
活
動
的
な
85
歳
」　
へ
を
テ
ー
マ

と
し
て
高
齢
者
福
祉
計
画
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

渋
川
市
子
供
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁

子
供
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
自
立
心
を
養
い
、
感
謝
の

心
を
養
う
こ
と
で
気
力
あ
る
子

供
を
育
成
す
る
こ
と
が
本
旨
で

あ
り
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

質
問

農
業
対
応
の
考
え
は
。

答
弁

新
市
の
重
要
産
業
の
一

つ
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
意
向

を
把
握
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市長施政方針（抜粋）
１組織改革

・現在の組織を機能的にするため、ネットワーク組織として、
自立性を重視した命令系統の短縮化を実現します。

２意識改革
・全職員が行政目的を共有化するよう努めます。また、市民

が何を求め、どのような評価をしているのかによって、自
分が何をするべきか明確に認識するよう努めます。

３経営管理
・説明責任と結果やコストを評価する経営管理体制の確立を

してサービス改善に活かします。
４市民参画と情報公開（パブリックコメント）

・事前に内容を公表し意見を求め、提出された意見を踏まえ
て計画等の決定を行い、市民の声を活かします。

５世代間の連携による地域力の向上
・高齢者の健康保持と生きがい対策を推進します。また、ス

ポーツ・文化活動等の推進と支援を充実します。
・老・壮・青それぞれの知識・能力を活かした役割分担によ

る連携を推進します。
６医療・福祉施策の充実

・医師の確保を始めとする地域医療の充実を基盤に、病・診、
病・病連携を進め救急医療体制の充実と予防意識の普及を
図ります。また、各種福祉の支援強化と福祉の専門家やボ
ランティアの充実を図ります。

７子育て環境の充実
・家庭・学校・地域の緊密な連携をはかり、一体感ある子育

て環境の充実を推進します。
・市民がこぞって教育問題を考える「市民教育の日」を制定

します。
・子供が健やかに育つ、安全・安心な環境づくりを推進しま

す。
８総合的環境対策

・新市の将来を見据えた「総合計画」を策定し、その実施に
あたっては、環境影響評価を行うなど、環境に配慮した持
続可能な発展を目指します。

木
暮
治
一
市
長
は
、
第
３
回
臨
時
会
で
施
政
方
針
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
に
や
る
べ
き
こ

と
は
改
革
と
実
行
で
あ
り
、
最
も
必
要
な
の
は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
各
地
区
の
一
体
感
と
調

和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
と
、
８
つ
の
政
策
目
標
を
揚
げ
、
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

施 政 方 針 説 明

相
互
理
解
と
連
携
を
深
め
て

一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

元気いっぱい


